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1. 第11回検討会の主なご指摘および対応状況
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第11回検討会（2025年9月）の主なご指摘および対応状況
ご指摘事項 対応状況

普
及
促
進

1.自治体と
の連携

• 空間IDの普及においてはスマートシティとの連携が重要
• 空間IDは多様な地理空間情報を関連付けられることが利点
であり、自治体の都市計画や街づくり、災害情報や人口動
態情報などと連携できるとよい

• 行政のデジタル化に空間IDを組み込む、ツールとして活用
できるとよい

• スマートシティリファレンスアーキテクチャの地理空間情
報基盤に空間IDが記載されており、引き続き連携する

• 空間IDを活用する事業者と連携して活動を推進しており、
高松市の事例をG空間EXPOでの紹介や、引き続き連携を
検討

P9-P15

2.ユース
ケース

• 既存の領域は規格が決まっているため、新規サービスへの
適用が近道。一方、ユースケースをどのように見つけるか
はビジネスとして課題

• 老朽化したインフラなどの社会課題を解決するために空間
IDを活用できるとよい。広域の情報を空間IDを活用して効
率的に管理できるとよい

• 広報活動やコミュニティにおいて関係者と継続的に連携し、
ユースケースの展開や普及に向けた活動を推進する

• 空間IDを活用する事業者と連携して活動を推進しており、
G空間EXPOにおいて各社の取組を紹介

P21-P22
論点1-1

3.コミュニ
ティ

• 普及促進や国際標準化は時間がかかる取組のため、仲間づ
くりが重要。測量会社、GISベンダー、業界団体、省庁間
連携も含め、巻き込みながら活用を進める

• 空間IDに係る事業者や関連団体等との連携を効率的に行う
ためのコミュニティを設置し、継続的に情報交換しながら
活動を推進

P21
論点1-2

4.広報活動 • メジャーなサービスに活用されれば普及や海外展開は一気
に進む可能性もあるため、技術調査や認知向上に向けた活
動は重要

• 空間IDに係る情報の集約サイトを開設し、関連する情報に
効率的にアクセスを実現

• 広報活動は今後も継続し、ユースケースの発掘やアプロー
チを推進する

P22
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第11回検討会（2025年9月）の主なご指摘および対応状況

ご指摘事項 対応状況

国
際
標
準
化

5.標準化戦略 • 標準地域メッシュのように、空間IDによるデータ整備と一
体で進めることが重要

• 新しい位置表現は提案されているが、普及していないもの
もある。国の取組として推進することが重要

• デジタルライフラインのような社会課題への取組は海外で
も関心が高く、日本として活動を推進することが重要

• 空間IDのメタデータとしての活用に向けて関連する標
準規格との連携をアプローチ

• 事業者と連携し、標準化と並行して社会実装を推進

P24-P29
論点2-1

6.プロセス • 標準化は目的ではなく手段なので、標準化の目的や必要性
を整理し、実際に使われる標準であるかを評価しながら効
率的に取り組むことが重要

• 国際標準化に向けた極地の仕様検討は理解するが、実際に
使われるかどうかは検討し、効率的に対応する

• 標準化の推進においてOGCでの活動は効率的と考える

• OGCにおけるDGGS SWGにおいて効率的に標準化を
推進

• OGCにおけるプレゼンテーションにおいて空間IDの規
格を提案とともにネットワーキングにより活動を推進

P24-P29
論点2-2

7.技術 • 標準化においては、既存のxyz方式との互換性を訴求すると
よい

• OGCにおけるプレゼンテーションにおいて空間IDの特
徴や優位性を訴求

P24-P29

推
進
体
制

8.継続的な推
進

• 標準化には人間関係が重要であり、人材育成や体制整備も
重要

• 2027年度の標準化に向けて外部リソースも活用して活
動を推進、標準化においてはISO/TC211サポーター制
度に登録し、業界団体と連携して活動

P29

9.コミュニ
ティ

• 現時点では分野やコミュニティが確立していないため、今
後は空間IDを活用する人が継続的に活動を推進できるとよ
い

• 空間IDに係る事業者や関連団体等との連携を効率的に
行うためのコミュニティを設置し、継続的に情報交換
しながら活動を推進

P21
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2. 2025年度の活動概況
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2025年度の活動

実証

成果公開

社会実装

標準化

• 社会実装：展示会等での実証成果の展開、関連する取組の情報を集約
• 成果公開：ガイドライン事例集の更新、極地仕様の策定（日本語／英語）
• 標準化 ：標準化団体における標準規格の検討、空間IDに係る講演

FY2021-FY2022
（第1期・第2期）

FY2023
（第3期）

FY2024
（第4期）

FY2025
（第5期）

FY2026～

FY2022実証
有用性検証と課題抽出

FY2023実証
ユースケース拡大

FY2024実証
先行地域実装評価

デジタルライフライン
全国総合整備計画

(検討)

デジタルライフライン
全国総合整備計画

（実施）

ガイドライン(β版・γ版）
OSS公開

ガイドライン
(1.0版・英語版)

OSS更新

ガイドライン(事例集の更新・英語版の拡充)
情報集約サイト構築・OSS運用

国際標準化
（調査・検討）

国際標準化
（計画の具体化）

国際標準化
（方針検討・技術検討）

プロセスの推進
活用スキーム構築

デジタルライフライン全国総合整備計画
（成果の展開）

継続的な更新・運用
標準化等のFB

自律した取組との連携
普及施策



8

３．社会実装の状況
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社会実装の事例

⚫空間IDを活用した地理空間データ基盤（高松市）

⚫空間IDを社会実装するエンジン：デジタルツイン基盤（Geolonia）

⚫空間IDを活用した安全かつ効率的なドローン航路整備（トラジェクトリー）

⚫空間IDを活用した建設現場ロボット運用システムを開発（竹中工務店・NTTドコモビジネス・アスラテック）

⚫空間IDを活用した3次元空間情報の開発とその応用（宇宙サービスイノベーションラボ事業協同組合）

⚫インフラ設備データの情報を空間ID化するデータ整備ツール（NTTインフラネット）

空間IDの活用は実証事業が中心の取組から、各事業者が自律的に活用を進める段階へ移行している状況
実証等の成果を元に各事業者が継続的に取り組んでいただいている
■社会実装の取組はIPA Webサイトで公開















16

４．成果の公開
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■空間IDの活用事例を拡充したガイドライン1.1版を10月に公開

■国際標準化に向けた地球全域に対応（極地仕様を追加）したガイドライン1.2版を公開予定

■３月にパブリックコメントを実施し、意見反映後に正式公開を予定

ガイドライン

(3/25ページ公開予定)

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/guidelines/4dspatio-temporal-guideline.html
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実証事例集の
該当ページへリンク

事業者の
関連取組へリンク

空間ID関連情報
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/guidelines/4dspatio-temporal-id-guideline-appendix-3.html

• 事業者の取組、実証事例、論文・学会発表など、空間ID関連情報を集約

• 情報の入口を一本化し、認知を高めて活用イメージを広げることで新たなユースケースを創出（情報は継続的に更新）

空間ID関連情報の集約



19

• IPA DADCにおいてOSSを体系的に管理するOrganizationを構築

• 空間ID関連OSSを上記Organizationへ集約（関連リポジトリを移譲）

空間ID関連OSSの管理

ウラノス4次元時空間ID 関連リポジトリ
https://github.com/ODS-IS-STID

リポジトリ一覧
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• 空間ID変換ツール
• NEDO 2024年度デジタルライフラインの先行実装に資する基盤に関する研究開発成果（インフラ管理DX）を元に整備
• OSS「Apache NiFi」、Pythonプログラムおよび設定ファイルで構成
• ３次元電子国土基本図に対応した設定ファイルを当該ツールとともにGitHubで公開予定

• 空間ID試行環境
• 空間IDを扱う共通ライブラリ（OSS）を元に整備
• 環境構築不要でWeb GUIから緯度経度を入力し、空間IDの確認が可能

（入力：緯度、経度、高さ、ズームレベル ／ 出力：空間ID、ボクセル中心の緯度・経度）

ツールの公開

空間ID試行環境
※開発中の画面のため、リリース時には変更となる可能性があります。空間ID変換ツール
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• コミュニティ
• 空間IDに係る開発者や利用者の継続的な情報交換の場（コミュニティ）を構築
• 空間IDに係る事業者・自治体・研究者等、空間IDに関心のある方に広く参加いただくことを想定
• Slackワークスペースを利用 ※機密情報を含まない範囲での情報共有

• プロモーション動画
• 空間IDの概要や必要性、社会的意義、活用イメージをわかりやすく紹介した動画をYouTube公開
• IPA Webサイトからもリンク

コミュニティ・プロモーション動画

空間IDプロモーション動画
https://youtu.be/irzVajJh1d0?si=woeI2TRkljzc9Rv3
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• 2025年11月4日：2025年空間情報未来会議（スペーシャリストの会全国大会）

• 空間情報総括監理技術者（日本測量協会が認定）で構成される「スペーシャリストの会」全国大会において基調講演
およびパネルディスカッションを実施。空間情報技術の最新動向や社会課題への応用をテーマに議論

• 2025年12月22日：地理空間情報に関するベースレジストリ研究会

• 関係省庁・自治体や有識者や民間団体の専門家などが参加する地理空間情報分野のベースレジストリに係る研究会に
おいて空間IDの取組およびベースレジストリとの連携について講演

• 2026年1月29日～31日：G空間EXPO2026 出展

• 行政、企業、研究者、学生など幅広い来場者が集まる展示会において空間IDの概要および各事業者の取組を紹介

• 約600名がブースに来訪。事業者の取組を通じて事業やサービスへの具体的な活用イメージを訴求

普及広報活動

展示ブース 当日の説明の様子

G空間EXPO2026における展示

配布フライヤー
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5. 国際標準化に向けた対応
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空間IDの標準化 ※第10回検討会資料を元に修正

• 空間IDの普及に向けては海外展開等も見据えた標準化戦略が重要
• 有識者ヒアリングや調査を踏まえ、地理空間情報を扱う標準化団体であるOpen Geospatial Consortium（OGC）を優

先して活動し、他団体の仕様化状況を継続確認
• OGCはISOと連携しており、OGC標準のISO標準化手順が確立
• OGCの国際標準規格であるDGGS（Discrete Global Grid Systems：地球の分割手法）において空間IDの標準化を位置付ける方

針でワーキング・グループと連携
• DGGSは地球全体のカバーが要件となるため、空間IDにおける極域の対応が課題

標準化団体の動向
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国際標準化の対応状況

• OGCのDGGS SWG（Standard Working Group）に参加し、編集会議においてレビューや規格案の執筆に対応

• 3Dの規格であるPart 2、時間の規格であるPart 3において空間IDを位置付けるとともに、先行するPart 4のAnnexに一
実装として空間IDを記載

• 2025年10月および2026年3月に開催されたOGC Member Meetingにおいて空間IDの講演、関連セッションの聴講、
ネットワーキングを実施

項目 ステータス

OGC Abstract Spec - Topic 21 - Part 1 (ISO 19170-1:2021)

- Core Reference system and Operations and Equal Area Earth Reference System

Published

OGC Abstract Spec - Topic 21 - Part 2 - Equal Volume Earth Reference System Early Draft *

OGC Abstract Spec - Topic 21 - Part 3 - Spatio-Temporal Earth Reference System Early Draft *

OGC Abstract Spec - Topic 21 - Part 4 – Axis-Aligned Earth Reference System Advanced Draft **

OGC Abstract Spec - Topic 21 - Part 5

- Discrete Global Grid Reference System JSON Schema Encoding

Early Draft

OGC API DGGS - Part 1 - Core Published

■DGGSロードマップ （134th OGC Member Meeting）

* 空間IDの標準化ターゲットとして標準規格案を作成

** 空間IDの標準化ターゲットとしてAnnexに空間IDを記載を調整
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OGC関連SWGとの連携

⚫ SWG 一覧
⚫ 3D GeoVolumes SWG (3DGeoVol SWG)

⚫ 3D Portrayal SWG (3DP SWG)

⚫ Agriculture Information Model SWG (AIM.SWG)

⚫ Analysis Ready Data SWG (ARD SWG)

⚫ CDB SWG (CDB SWG)

⚫ CityGML SWG (CityGML SWG)

⚫ Connected Systems SWG (CONSYS SWG)

⚫ Coverages SWG (CoveragesSWG)

⚫ CRS SWG (CRS SWG)

⚫ CRS Well Known Text SWG (CRS WKT SWG)

⚫ Discrete Global Grid Systems SWG
(DGGS SWG)

⚫ Environmental Data Retrieval API SWG
(EDR-API SWG)

⚫ EO Product Metadata and OpenSearch SWG
(EO PMOS SWG)

⚫ Features and Geometries JSON SWG
(FeatGeoJSON SWG)

⚫ Features API SWG (FeatAPI SWG)

⚫ GeoAPI SWG (GeoAPI SWG)

⚫ Geocoding API SWG (GeocodeAPISWG)

⚫ GeoDataCube SWG (GeoDataCube.SWG)

⚫ GeoDCAT SWG (GeoDCAT.SWG)

• DGGS SWGにおける空間IDの標準化と並行し、地理情報メタデータ仕様を検討するGeoDCAT SWGやGeoSPARQL

SWGとDGGS SWGを介して連携することで空間IDの活用拡大を図る

出典：Open Geospatial Consortium <https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/>

⚫ GeoPackage SWG (GeoPackage SWG)

⚫ GeoParquet SWG (GeoParquet SWG)

⚫ GeoPose SWG (GeoPose SWG)

⚫ GeoSciML SWG (GeoSciML SWG)

⚫ GeoSPARQL SWG (GeoSPARQL SWG)

⚫ Geospatial Reporting Indicators SWG (GRI SWG)

⚫ Geospatial User Feedback SWG (GUFswg)

⚫ GeoSynchronization 1.0 SWG (Geosync SWG)

⚫ GeoTIFF SWG (GeoTIFF SWG)

⚫ GeoXACML SWG (GeoXACML SWG)

⚫ GeoZarr SWG (GeoZarr SWG)

⚫ GML 3.3 SWG (GML 3.3 SWG)

⚫ GMLJP2 SWG (GMLJP2-SWG)

⚫ Groundwater SWG (GroundwaterSWG)

⚫ HDF SWG (HDF SWG)

⚫ Hydrologic Features SWG (HydroFeat SWG)

⚫ IndoorGML SWG (IndoorGML SWG)

⚫ KML 2.3 SWG (KML SWG)

⚫ Land Admin Domain Model SWG (LADM SWG)

⚫ Land and Infrastructure SWG (LandInfraSWG)

⚫ Moving Features SWG (MovFeat SWG)

⚫ MUDDI SWG (MUDDI SWG)

⚫ NetCDF SWG (NetCDFSWG)

⚫ Observations, Measurements, and Samples SWG

(OMS SWG)

⚫ OGC API – Common SWG (OGC API-Common)

⚫ OGC API – Joins SWG (TJS)

⚫ OGC API – Maps SWG (OGC API – Maps)

⚫ OGC API – Processes SWG (OAPIProc SWG)

⚫ OGC API – Records SWG (API Records SWG)

⚫ OGC API – Styles SWG (Styles API SWG)

⚫ OGC API – Tiles SWG (OAPITileSWG)

⚫ OWS Common – Security SWG (ComSecuritySWG)

⚫ OWS Context SWG (OWScontextSWG)

⚫ PipelineML SWG (PipeML SWG)

⚫ Points of Interest SWG (PoI SWG)

⚫ PubSub SWG (PubSub SWG)

⚫ Routing SWG (Routing SWG)

⚫ SensorThings SWG (SensorThings)

⚫ Simple Features SWG (SF SWG)

⚫ Styles and Symbology Encoding SWG
(Styles SE SWG)

⚫ Temporal WKT for Calendars SWG (TemporalWKT)

⚫ TimeSeriesML SWG (TimeSeriesML)

⚫ Training Data Markup Language for AI SWG
(TrainingDML SWG)

https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
https://www.ogc.org/standards/technical-committee/standards-working-groups/
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134th OGC Member Meeting 参加概要 

⚫ 空間IDに係る講演

⚫ DGGS DWGにて空間IDの概要および事例紹介、仕様の特性、GeoSPARQL／GeoDCATとの連携の検討、DGGSとの適合性を
説明

⚫ 関連セッションへの参加

⚫ AI DGGS Pilotの状況など、これまでオンラインで確認した内容について広い参加者と会話

⚫ DGGSに期待する声が多く、DGGSとなることで空間IDの機会が広げられることを確認

⚫ ネットワーキング

⚫ DGGSおよびAI DGGS Pilotの主要メンバーとプロジェクト状況やDGGSへの期待について意見交換

⚫ GeoSPARQL、GeoDCATの主要メンバーよりプロジェクト状況やDGGS連携検討経緯を確認

⚫ GERS（地物ID）の検討方向性を確認

⚫ 空間IDのDGGS参加を支援いただいた方への状況報告

⚫ 今後の活動

⚫ GeoSPARQLのDGGS連携状況の継続調査

⚫ GERSはオープンな規格・実装を志向しており、連携可能性を継続検討

⚫ AI-DGGSのアセットが蓄積されており、DGGALとの整合確保やパイロット参加も含めて検討

日程：2026年3月2日～3月5日

場所：米国・フィラデルフィア

活動内容：空間IDに係る講演、関連セッション等の情報収集、OGCメンバーとのネットワーキング
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OGC Member Meeting 講演スライド（抜粋）

• 空間IDが標準化を進めるDGGS規格はグリッド分割だけでなく、様々な情報を連携・統合する用途への活用を提案

• 空間IDにおいてはOGCで標準化が進められているGeoDCATやGeoSPARQL等の関連規格との連携を検討



29

ISO/TC 211 サポーター制度

⚫概要

⚫ ISO/TC 211 国内委員会

⚫ ISOにおける地理情報に関する専門委員会（TC 211）の国内審議団体（公益財団法人 日本測量調査技

術協会）に組織され、地理情報システム関係の学識経験者などが委員として参加

⚫国際規格案や課題に関する審議・検討を行い、日本としての意見を国際的に提案

⚫サポーター制度

⚫地理空間情報がデジタル社会の基盤として幅広い分野で利活用されている状況を踏まえ、それぞれの専

門的な立場から広く意見を求めるために設置

⚫各分野の専門家が地理空間情報の国際標準化活動に参画する起点となり、戦略的・分野横断的な標準化

を推進。課題解決や市場創出に貢献する第一歩としての機能を目指す

⚫期待される役割・効果

⚫ ISO/TC 211国内委員会の審議状況や発行文書を閲覧し、意見提出・知見提供により活動を支援

⚫空間IDに関連した意見の提出や他の規格を参考とした効率的な標準化活動の推進を期待

• ISO/TC 211国内委員会において専門的な立場から広く意見を求めるために設置
• DADCの取り組みをサポーター事務局にご紹介いただき、参加の打診あり（登録第1号）
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6. 極地空間IDの検討



31

参考：空間IDの全体範囲 ※第11回検討会資料を元に修正

標準空間IDの全体範囲は極域の一部地域を除外さ
れているため、極域に対応した拡張仕様として極
地空間IDを定義する

⚫空間IDの全体範囲

⚫標準空間IDの対象とする地球上の領域は北緯

85.0511度から南緯85.0511度の範囲（右図）

⚫北緯および南緯85.0511度を超える極域に対応

した拡張仕様として、横メルカトル図法を適用

した極地空間IDを定義

⚫標準空間IDと極地空間IDで、極域を含む地球全

域を一意に識別が可能

出典：WINGFIELD <https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294/2>

＜北半球＞

[西経]180～0°/[東経]0～180°

[北緯]0°～85.0511°

＜南半球＞

[西経]180～0°/[東経]0～180°

[南緯]0°～85.0511°

https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294/2
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極地空間IDに関する各方式の比較 ※第11回検討会資料を元に修正

標準空間IDとの整合性・プログラム流用性を重視し、横メルカトル図法を候補として仕様を検討

比較項目 横メルカトル図法 ローカル空間ID ユニバーサル極心平射図法

特徴
(各図法の定義)

円筒(投影面)を地球の赤道に接するよう縦置きに定義した
メルカトル図法に対して、地球の子午線(経線；本初子午
線など)に接するよう(横置き)に定義

空間IDを拡張し、屋内や移動体内部の局所的な範
囲のための空間表現として定義(原点位置を指定し、
サイズと回転角で規定)

地球の楕円体モデルをWGS84で定義し、投影方式
は極平射図法であり、視点は反対側の極に置く正角
図法として定義

地図表現の分かり易さ
(極地での地図の歪み) △

理論上は正角図法であるが、
地図表現としては歪みを含む

（極地に最適化された地図表現ではない）
×

メルカトル図法での表現は歪みが大きいため、
メルカトル以外の図法(投影面)を
新たに定義する必要がある。

○
正角図法であり、経線は中心からの放射状の
直線、緯線は同心円となり、分かり易い。
（極地に最適化された地図表現）

表記の分かり易さ
(Z/F/X/Yの表記を踏襲) ○

北極・南極を1枚の地図で表現でき、
Z(ズーム)のマイナス表記で区分可能

△
北極と南極で分けて定義する必要があり、
Z値の+/-の区分だけでは表記できない

△
北極と南極で分けて定義する必要があり、
Z値の+/-の区分だけでは表記できない

計算の容易性
(計算方法および運用管理方法) △

概念の理解(円筒面に投影)は容易であるが、
級数展開が必要となり、計算はやや複雑

○
投影面を決めれば計算は容易

（計算は容易だが、運用面で難あり）
○

球体(真球)を平面に投影するので、
計算自体は比較的に容易である

流用性
(現行方式の再利用) ○

投影方法および計算方法は、空間IDと同じ方式
（円筒の向き以外は共通）

○
計算自体はローカル空間IDと同じだが、

広域への適用には課題
△

現行の空間IDとは異なる
計算方式を新たに定義

オープン性
(広く一般に公開されている
 国際標準としての透明性)

○
「ガウス・クリューゲル図法」として広く知られており、

UTM図法として国際標準となっている
△

空間IDガイドラインを公開しているが、国際標
準化はされていない

○
「平射図法」として一般的なものであり、

国際標準となっている

仕様のわかりやすさ
(方式に対して仕様が自明) ○

現行の空間IDの投影の向きを変更するだけなので、
ボクセルのサイズやIDの計算は現行方式を踏襲

×
複数の組合せで表現可能なため、

原点位置・サイズ・回転角の定義が必要
△

極地と現行方式のボクセルサイズの
関係性を新たに規定する必要がある

イメージ図
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極地空間IDの仕様 1/2 ※第11回検討会資料を元に修正

極地空間IDにおける水平方向の分割は横メルカトル図法（Transverse Mercator）を適用
中央子午線に本初子午線(経度0度)を設定
※メルカトル図法に似ているが円筒が赤道ではなく子午線上で球体や楕円体に接する
■メルカトル図法と同様に正角図法のため、微小領域については球面上の図形が相似形で平面上に投影
■標準空間IDと同様に、地球を真球とした計算式を使用

標準空間IDと極地空間IDのイメージ

全体範囲 全体範囲標準空間ID 極地空間ID

出典：WINGFIELD <https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294>, <https://www.wingfield.gr.jp/archives/12068>

https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294
https://www.wingfield.gr.jp/archives/12068
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極地空間IDの仕様 2/2 ※第11回検討会資料を元に修正

■極地空間IDは標準空間IDがカバーしない北緯/南緯85.0511度を超えるエリアを対象
■下記の図において、赤の点線で示したエリアがそれぞれ極域に該当

緯度経度座標標準空間IDの極域 極地空間IDの極域



35

極地空間IDの位置付け ※第11回検討会資料を元に修正

⚫仕様の呼称

⚫極地対応の横メルカトルに基づく空間IDを拡張仕様の「極地空間ID」と呼称する。

⚫拡張仕様との区別において、現行の仕様（極域を含まない空間ID）を「標準空間ID」と呼称する。
特に言及しない場合、空間IDは標準空間IDを指す。

⚫表記

標準空間IDと極地空間IDは以下の表記で区別する。

⚫標準空間ID：z/f/x/y

⚫極地空間ID：-z/f/x/y ※冒頭（ズームレベル）にマイナス符号を付与することで標準空間IDと区別

⚫空間IDの算出

空間IDの算出は以下とし、標準空間IDと極地空間IDは排他的ではなくオーバーラップを許容する。

⚫標準空間IDの範囲は標準空間IDを算出

⚫極域（標準空間IDの範囲外）は極地空間IDを算出

⚫極地空間IDであることが明示された場合は範囲に関わらず極地空間IDを算出

極地空間IDの呼称、表記および算出は以下とする。
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【標準空間IDの等価式】

• 表記の統一性やプログラムにおける計算式を考慮し、経度、

緯度をラジアンで統一した標準空間IDの各インデックスの

等価式を算出

-------------------------------------------------------------------------

𝑙𝑛𝑔_𝑟𝑎𝑑:経度 ラジアン

𝑙𝑎𝑡_𝑟𝑎𝑑:緯度 ラジアン

ℎ: 標高 𝑚

𝑧: ズームレベル𝑛 = 2𝑧

𝑍 = 25 ボクセルの高さが 1mとなるズームレベル

𝐻 = 2𝑍 𝑚

𝑓 = floor 𝑛 ∗
ℎ

𝐻

𝑥 = floor 𝑛 ∗
1

2
+

1

2𝜋
𝑙𝑛𝑔_𝑟𝑎𝑑

𝑦 = floor 𝑛 ∗
1

2
−

1

2𝜋
log tan 𝑙𝑎𝑡_𝑟𝑎𝑑 +

1

cos 𝑙𝑎𝑡_𝑟𝑎𝑑

-------------------------------------------------------------------------

【極地空間ID】

• 経度、緯度、標高、ズームレベルから極地空間IDの各イン

デックス（f, x, y）を算出するための計算式は以下のとおり

• 経度、緯度をラジアンで統一した形式で整理

--------------------------------------------------------------------------

𝑙𝑛𝑔_𝑟𝑎𝑑:経度 ラジアン
𝑙𝑎𝑡_𝑟𝑎𝑑:緯度 ラジアン
ℎ: 標高 𝑚

𝑧: ズームレベル𝑛 = 2𝑧

𝑍 = 25 ボクセルの高さが 1mとなるズームレベル

𝐻 = 2𝑍 𝑚

𝑓 = floor 𝑛 ∗
ℎ

𝐻

𝑥 = floor 𝑛 ∗
1

2
+

1

2𝜋
tanh−1 cos(𝑙𝑎𝑡_𝑟𝑎𝑑) ∙ sin 𝑙𝑛𝑔_𝑟𝑎𝑑

𝑦 = floor 𝑛 ∗
1

2
−

1

2𝜋
tan−1

tan(𝑙𝑎𝑡_𝑟𝑎𝑑)

cos(𝑙𝑛𝑔_𝑟𝑎𝑑)

--------------------------------------------------------------------------

標準空間IDの等価式および極地空間IDの計算式
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参考：極地空間IDの計算式の導出

⚫ 横メルカトル図法の投影式

⚫ 中央子午線の経度を0°とする球に対する横メルカトル図法の数式は以下で表される ※

𝑥 =
𝑅

2
log

1+cos 𝜙 sin 𝜆

1−cos 𝜙 sin 𝜆
= 𝑅 tanh−1( cos𝜙 sin 𝜆)

𝑦 = 𝑅 tan−1
tan 𝜙

cos 𝜆

⚫ 𝜙 ：緯度、 𝜆：経度、 𝑅：地球の半径、log：自然対数

⚫ 座標原点は赤道と本初子午線の交点（xは赤道に沿って東向きに増加、yは中央子午線に沿って北向きに増加）

⚫ 𝑥の変換は tanh−1 𝑤 =
1

2
log

1+𝑤

1−𝑤
 による ※

⚫ 空間IDの計算式

⚫ 円周長（2𝜋𝑅）で割って全体範囲を −
1

2
～ +

1

2
に正規化

𝑥 =
1

𝜋
tanh−1( cos 𝜙 sin 𝜆)

𝑦 =
1

𝜋
tan−1

tan 𝜙

cos 𝜆

⚫ floor 関数およびズームレベルを用いてタイル化

𝑥 = floor 𝑛 ∗
1

2
+

1

2𝝅
tanh−1 cos𝜙 sin 𝜆

𝑦 = floor 𝑛 ∗
1

2
−

1

2𝝅
tan−1

tan 𝜙

cos 𝜆

⚫ 𝑧：ズームレベル、𝑛 = 2𝑧

⚫ 全体範囲を[0 ～ 1]とするために
1

2
 を加算、タイル座標は左上隅が原点のため 𝑦 座標は下向きに値が増加

極地空間IDについて、適用する中央子午線の経度を0°とする球に対する横メルカトル図法の投影式を元に、
タイル座標を求める計算式を導出

出典：政春 尋志「地図投影法－地理空間情報の技法」（2011年朝倉書店刊）
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参考：標準空間IDおよび極地空間IDの計算式の妥当性確認

• 標準空間IDおよび極地空間IDの計算式の妥当性確認のために、Pythonコードにて投影図法の海岸線を描画
（左：標準空間ID、右：極地空間ID）

• いずれもx,yが左上を原点として[0-1]の範囲に収まっていることを確認

【標準空間ID】
x = 1/2+lon_rad/(2*math.pi)

y = 1/2-1/(2*math.pi)*math.log(math.tan(lat_rad)+1/math.cos(lat_rad))

【極地空間ID】
x=1/2+1/(2*math.pi)*math.atanh(math.cos(lat_rad)*math.sin(lon_rad))

y=1/2-1/(2*math.pi)*math.atan2(math.tan(lat_rad),math.cos(lon_rad))
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7. 今後の活動
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今後の活動

実証

成果公開

社会実装

標準化

• 社会実装：各社の自律した取組拡大に向けた連携、関連政策や標準化と連携した普及施策
• 成果公開：ガイドラインの継続的な更新・運用および標準化に係わるフィードバックの反映、

広報活動の継続
• 標準化 ：2027年度国際標準化に向けたプロセス推進、標準化による空間ID活用スキーム構築

FY2021-FY2022
（第1期・第2期）

FY2023
（第3期）

FY2024
（第4期）

FY2026 ～FY2025
（第5期）

FY2022実証
有用性検証と課題抽出

FY2023実証
ユースケース拡大

FY2024実証
先行地域実装評価

デジタルライフライン
全国総合整備計画

(検討)

デジタルライフライン
全国総合整備計画

（実施）

ガイドライン(β版・γ版）
OSS公開

ガイドライン
(1.0版・英語版)

OSS更新

ガイドラインの継続的な更新・運用
標準化に係るフィードバックの反映

国際標準化
（調査・検討）

国際標準化
（計画の具体化）

国際標準化プロセスの推進
空間ID活用スキーム構築

国際標準化
（方針・技術検討）

各事業者が自律した取組を展開
関連政策や標準化と連携した普及施策

ガイドライン
(事例集・英語版)

集約サイト・OSS更新

デジタルライフライン
全国総合整備計画
（成果の展開）
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8. ご議論いただきたい論点
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ご議論いただきたい論点および連絡事項

⚫論点1：空間IDの普及促進・民間における自律的な活用に向けた取組

⚫ 1-1：空間IDのユースケース創出、効果的な活用に向けたアプローチ・取組方針

⚫ 1-2：空間IDが民間等において継続的に活用されるためのコミュニティ運営や情報発信

⚫論点2：国際標準化

⚫ 2-1：空間IDが活用されるための標準化スキーム、関連する標準規格、施策や環境整備など

⚫ 2-2：国際標準化を効率的に進めるための課題や留意点、具体的な成功事例など

⚫連絡事項

⚫ご確認いただいた極地空間IDに対応したガイドラインv1.2版について、公開に向けた対応を進めます。



デジタルアーキテクチャデザインセンター

https://www.ipa.go.jp/dadc
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参考：国際標準化に係る調査・検討資料
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参考：標準化戦略の整理

⚫多様な空間属性情報を集約する仕組みである空間IDにおいて、空間ボクセル、空間ID、属性情報の連携から構

成される空間定義仕様の標準化を図る

⚫業界動向として離散空間グリッドの標準はDGGSの取り組みが先行しており、空間IDの国際標準化アプローチ

として引き続きDGGSと連携

⚫ DGGSは基本仕様と拡張仕様から構成され、様々なDGGS実装例を束ねるかたちで規定されるため、空間IDを

基本仕様および幾つかの拡張仕様を満たすDGGS実装例として位置付ける

⚫ OGCでは地理情報メタデータ仕様となるGeoDCATやGeoSPARQLが検討されており、DGGSを介した標準連

携により空間IDの発展が見込まれる。また、IEEEの空間Web規格についても今後関係する可能性があるため注

視が必要

⚫空間IDの国際標準化アプローチとしては、国際標準化を活用して国内仕様の孤立を回避し、DGGSの知見を活

用しつつ産業の継続的発展を目指す。具体的には、空間IDが先行する3次元分野の標準である3D DGGSの規格

化の着実な推進と、利用環境の整備・関連技術との連携強化を通じて空間IDの認知および利用機会を拡大する
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参考：国際標準化を活用したエコシステム

• エコシステム発展の在り方として、空間IDの国際標準化を活用し、国内仕様の孤立を回避し、DGGSの知見を活用しつつ
国内産業の成長を目指す。

• 空間IDの社会実装機会を拡大するために3D対応を軸とした標準化推進、利用環境整備・周辺関連仕様との連携強化を実施

エコシステムのイメージ

国際標準化の推進

空間IDの社会実装を図る事業者
DGGSの社会実装を図る事業者

・研究機関（各国）

DGGS SWG
（各国関係者）

国内（空間ID） 海外（DGGSおよび関連仕様）

標準化によるよ
り使いやすい環
境整備、ガイド
文書提供

標準・仕様への
フィードバック

仕様の
相互連携

仕様・規格の利活用を進めるプ
レイヤーが事業を推進し、標準
化に関与できる仕組みを計画

継続的に国内・海外の検討が相互連携できるためのコ
ミュニケーションと協調の仕組みを計画

DGGAL等の

DGGS OSS
空間IDの

ライブラリOSS

GeoSOT
Terra

Nexus

S2 

Geometry
ISEA3H

標準化による
より使いやす
い環境整備

標準・仕様への
フィードバック

空間情報デー
タ供給者

空間情報サー
ビス事業者

個別サービ
ス事業者

CityGML、GeoDCAT, 

GeoSPARQL、GERS等
関連仕様との連携

標準化活動

社会実装・
商用化

製品・技術提
供事業者

データ
提供

実現手段
提供

実現手段提供

技術提供

ISO連携

パイロット
取組

パイロット
取組

連携
（空間ID主体
パイロット以
外も含め連
携）

連携

展開

展開

空間ID、
AI, 衛星技
術、3Dモ
デル等

GeoAI等の
隣接取組

関連取組から生じる機会
については注視を継続

3D対応を軸とした標準化推進

ソリューショ
ン輸入

ソリューショ
ン輸出

主に公共機関発注
へのエンフォース
メントの強化

利用環境整備・周辺関連仕様との連携強化
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参考：標準化施策①3D対応を軸とした標準化推進

3Dをカバーした空間IDを軸にして、地理空間情報活用において発展の見込まれる領域におけるDGGS標準を執筆推進するこ
とによりグローバルレベルでの認知および標準の波及効果を狙う

背景 注力すべきアクション

3次元を活用した地理空間情報データ活用への注
目の高まり

デジタル活用を前提としたDGGSへの期待

3次元の地理空間グリッドとしての
空間IDの取り組み知見

3次元活用とDGGSへ期待が高まる中、空間IDは先行
する知見を備えており、標準化推進により認知と一定
の技術的リードを得られる可能性がある

3D DGGS標準執筆を推進し空間ID仕様の標準盛り込
みにより、広く認知と波及効果を狙える可能性

現在先行してドラフトしているDGGS Part2（3D&EV DGGS標準）を着実
に標準化まで進めるために、次年度以降も継続して執筆牽引を進める

編集会議への参加を通じた3D標準執筆とレビュープロセスの推進

OGC Meetingなどオンサイトでの機会を活用した合意形成

DGGAL等周辺ライブラリ・周辺仕様への3D技術採用の働きかけ
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参考：標準化施策②利用環境整備・周辺関連仕様との連携強化

DGGALライブラリなどの利用環境に対して空間IDの整合を図ることや、 OGCを軸として発展する周辺関
連仕様に対して相互連携を行うことで、空間IDの価値を高め、社会実装機会の拡大を図る

仕様等 検討方針

GERS

Overture Map Foundationが推進する地物オブジェクトへの識別子を共通化する取り組みであるGERSは、現在
OGCにてコミュニティ標準としての採択可否を議論されている。空間識別子であるDGGS（および空間ID）との
補完関係があり、社会実装時の選択肢となりえることから、その方式を確認し備えておく

GeoSPARQL

W3C標準であるSPARQLを地理空間情報へ拡張したGeoSPARQLはRDF形式のデータに対しての検索を可能に
する。GeoSPARQL関係者によりDGGSとの連携ライブラリが開発されており、領域は限定されるものの空間ID
含めた連携技術の開発が進む可能性があり、関係者の動きを含めて情報取得できる状況を作り、今後進展するセ
マンティックWeb関連の機会への対応可能性を拡大する

GeoDCAT

W3Cのデータカタログ標準の地理空間情報拡張であるGeoDCATは、空間ID実装時に障壁となるシステム間のメ
タデータ差異による問題をカタログ共有により解決する可能性がある。OGCでの標準開発の状況を踏まえて、
連携可能性のある仕様として位置付ける

技術要素 検討方針

DGGAL

DGGS実装のためのOSSライブラリであるDGGALはAI DGGSパイロットで用いられるなどDGGS開発技術の一
つとして有用性を高めている。空間IDはDGGALとの連携により、標準適合性を高め、また海外での適用機会を
増加できる可能性を評価し、必要に応じて実装対応を含めて検討する
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参考：OGCの標準化プロセスと目指す標準化スケジュール

2027年度のOGC標準化達成に向け、規格案作成フェーズに関与、Part2、4の仕様案を作成。目標達成に向けては、2026年
10月までに標準採択プロセスの開始を目指すことが望ましい。そのために、執筆支援等の関与強化を通じて遅延を抑止しつ
つプロセスを進める

2021/1～2021/9 （9か月）

2015/10-
(10.5か月)

2025/4-
(6.5か月)

2015/6-
(6.5か月)

2027/1-
(6.5か月)

実施内容

実
施
期
間

プロセス

達成基準

対応状況

実績・Part1 v.1

目標・Part2

目標・Part4

目安

---

標準申請意思
の提出

賛同者の確保
SWG設立趣
意書提出

Votingメンバー
と通常メンバー
3名を確保する

TCC(Technical 

Committee 
Chair)宛に標準
を申請したい旨
をメールにて提
出する

SWGを設立し
て検討したい旨
をSWG設立趣
意書にまとめ、
提出する

SWG設立フェーズ

対応済 対応済 対応済

- --

変動 6か月

不明

実績・API

- --

- --
実績・Part1 v..2

SWG設立と
仕様検討

SWG投票

SWGを設立し
OGCとしての
規格案を検討す
る。あるいは既
存規格を修正す
る

SWGのVoting
メンバーによる
投票で承認を得
ると、内部レ
ビューが開始さ
れる

1.5年 45日間

有効投票の過
半数の賛成票

-

規格案作成フェーズ

対応中(Part2～5)

最長変動

未対応

2026/1-
 （8か月）

2014/4～2015/8 （17か月）

2021/5～2024/7 （39か月）

2020/12（1か月）

- --

内部レ
ビュー

Public
コメン
ト

TCへの
説明

承認投票

1日 45日間30日間

①OGCアーキテクチャ
委員会（OAB）による
レビューと②OGC命名
機関によるOGC識別子
のレビューが実施される

30日以上の期間で、外
部関係者、専門家など
に対して公開レビュー
を行いし、コメントを
受け付ける

対面またはオンライン会
議でTC (Technical 

Committee)に規格案を
説明する

TCによる承認投票を経
て、採択を決定される

①OGC設計原則へ
の適合等
②命名規則の準拠

コメントに基づき文
書を改訂

有効投票の過半数の
賛成票

標準採択フェーズ

修正 修正 修正 修正

変動 最長

未対応 未対応 未対応 未対応

30日間最短

コメントに基づき文
書を改訂

2016/9
(1日)

2016/3-
(1か月)

2015/9-
(6か月)

2016/4-
(5か月)

2016/9-
(1.5か月)

2025/3-
(1日)

2024/9-
(1か月)

2024/8
（1か月）

2024/10-
(5か月)

2025/3-
(1.5か月)

2027/5-
(1日)

2026/11-
（1か月）

2026/10-
(1か月)

2026/12-
（5か月）

2027/5-
(1.5か月)

2026/12-
(1日)

2026/6-
(1か月)

2026/5
（1か月）

2026/7-
(5か月)

2026/12-
(1.5か月)

2026/9
（1.5か月）

2026/4
（1.5か月）

変動

2017/8 
公開

2027/7
公開目標

2025/10 
公開

2027/12
公開目標

2021/9 
公開• Part4：SWGにて空間IDのAnnex追加案について合

意し、Annex記載案を作成
• Part2：SWGにて執筆意向や方針について合意し、

規格案作成
• 2027年度国際標準化達成に向けて、2026年10月ま

でに標準採択プロセスを開始する
2025/12-
（4か月）

遅延抑止の関与強化

出典：Open Geospatial Consortium <https://docs.ogc.org/pol/05-020r29/05-020r29.html>

https://docs.ogc.org/pol/05-020r29/05-020r29.html
https://docs.ogc.org/pol/05-020r29/05-020r29.html
https://docs.ogc.org/pol/05-020r29/05-020r29.html
https://docs.ogc.org/pol/05-020r29/05-020r29.html
https://docs.ogc.org/pol/05-020r29/05-020r29.html
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参考：ISO標準連携プロセス

ISO・OGC間での合意により、Part2-4についてはOGC標準採択プロセスの承認投票が完了後、NWIPの提出に移行すること
が想定される。順調に進んだ場合、ISO標準化は2030年度内に達成する見込み

• 少なくとも2/3（66.7%以上）の賛成を得ていること
• 反対票は投票者総数の25％未満であること

内容

目安

内部投票 NWIP
投票

ワーキングド
ラフト

（WD）の作
成

NWIPが進行可能かどうか、
またプロジェクトがどの段階
から開始されるなどを決定す
る

プロジェクトチー
ムによって、WD

を作成する

2か月

既存規格の改訂や
修正を除き、すべ
てのNWIＰについ
て内部レビューを
実施する

プロセス 委員会原
案

（CD）
協議

国際規格案
（DIS）投票

最終国際規格
案（FIDS）
に関する投票

国際規格
の発行

12週間 2か月

CD（レビュー用文書）
を作成。技術委員会と提
出した文書に対し協議す
る

広範囲の国内標準団体等に
正式にDISを配布し、投票
を実施する

DISに技術的な変
更があった場合、
ISO/CSはFDIS投
票を実施する

FDISの承
認後正式
に国際規
格として
発行され
る

達成基準 -

修正 修正

修正

8週間固定変動 固定 8週間固定12週間固定30日間固定

修正

修正

プロジェクト準備
規格案作成 標準化採択

変動

翻訳

実績・Part1 2017/9～2018/11(15か月）

目標・Part4
2027/8～2027/9

(2か月)

2018/12～2019/1

(2か月)

-

• 少なくとも2/3（66.7%以上）の賛成を得ていること
• 反対票は投票者総数の25％未満であること

• 最低５カ国の専門家からの推薦（NWIP投票）

実
施
期
間

目標・Part2
2028/1～2028/2

(2か月)

対応状況 未対応 未対応未対応 未対応 未対応 未対応 未対応

最長３年 (NP提案承認後36か月以内に国際規格（IS）が発行される必要がある)

提出文書について会員団
体から合意を得る

2019/2-
（2か月）

2019/6-
（5か月）

2028/3-
（2か月）

2028/7-
（5か月）

2027/9-
（2か月）

2028/1-
（5か月）

2027/12
(1か月）

JAGとの議論

新規作業項
目提案

（NWIP）の
提出

対象範囲の定
義、標準の目
的など含む
NWIPを作成・
提出する

新規規格化の必
要性や市場性、
対象範囲を整理
し、ISOにプロ
ジェクトとして
登録

予備作業項
目（PWI）の

整理

3年間最長

2027/6-
(2か月）

対応済 未対応

- -

2027/1-
(2か月）

2027/7-
(1か月）

2020/12-
（6か月）

2030/1-
（6か月）

2029/6-
（6か月）

2029/12 
公開目標

2030/6 
公開目標

2021/5 
公開

2027/8-
(3か月）

2027/4-
(3か月）

2019/4 
（2か月）

2019/11-
（13か月）

2028/5 –
（2か月）

2027/11 
（2か月）

2028/12-
（13か月）

2028/6-
（13か月）

出典：ISO/TC 211 <https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html>, 
ISO/IEC <https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6085.pdf>

https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://committee.iso.org/sites/tc211/home/resolutions/isotc-211-good-practices/context-of-collaborative-works.html
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6085.pdf
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参考：GeoSPARQL／GeoDCATとDGGSの連携可能性

• GeoSPARQL（地理データ表現・検索）では、DGGSをジオメトリとして利用可能とする拡張が定義されており、RDF形
式でのデータ流通においてDGGSの組み込みが想定

• GeoDCAT（地理空間データカタログ）においても明確なDGGSの記載はないがメタデータとしての活用が想定

GeoSPARQL GeoDCAT

規格概要 • RDFデータ※1での地理空間情報の表現と、近傍や包含な
どの空間的な検索や演算を行う空間クエリの標準仕様

• OGC GeoSPARQL SWGが開発を主導しており、2012年
にv1、2024年にv1.1が公開

※1 「主語-述語-目的語」のトリプレットでデータを表現するモデル

• W3Cのデータカタログ標準DCATを地理空間情報向けに拡張し、
地理空間データやサービスを DCAT形式で記述・共有するため
のプロファイル

• 欧州委員会により開発されていたGeoDCAT-Application Profile

を国際的に利用できる汎用プロファイルとするためOGCが
SWGを設立し標準化を推進

• 将来的に独立した標準としての公開やOGC API 連携も想定
• 現状でDGGSとの連携は確認されていない

発表年 2024年1月（v1.1） 提案中（2025 4Q完了予定）

担当WG • OGC GeoSPARQL SWG

• OGC Geosemantics DWG

• W3C Spatio-temporal Data on the Web Working Group
（OGCとの連携部会）

• OGC GeoDCAT SWG

• W3C Spatio-temporal Data on the Web Working Group
（OGCとの連携部会）

ユースケース • 半径5km以内の病院を検索
• 洪水域と民家領域の重複の検索

• 各自治体が公開する地理空間データの一括検索
• 異なる企業が作成した地理空間データの結合

DGGSとの
連携可能性

• DGGSに対してRDF形式のクエリで検索・推論が可能
• GeoSPARQL v1.1ではジオメトリ拡張仕様の一つとして

DGGSが定義

• GeoDCATに準拠した地理データに、メタデータとしてDGGS

セルでの位置情報を追加し、DGGSによる統計・検索が可能と
想定
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